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アモルファスカーボンにおける磁性と超伝導 

近年、新奇アモルファスカーボン相であるQカーボンが発見された[1]。このQカ

ーボンは強磁性を示し、ダイヤモンドを超える硬度を持つことが報告されている、

非常に興味深い物質である。さらに、Q カーボンにホウ素をドープすると、17%の

ホウ素ドープ時に 36K 程度の超伝導転移温度を示すことも報告されている。本研究

ではQカーボンの様々な興味深い性質についての理解を目指している[2, 3]。この講

演では、とくにアモルファスカーボンにおける磁性と超伝導についてその物理的起

源を議論する。 
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